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◆11月中の異動状況

出生   8人 死亡  60人

転入 167人 転出  56人

世帯数 15,828（+88世帯）

男 16,531人（+61人）

女 17,735人（− 2人）

総人口 34,266人（+59人）

（　）内は前月比

人口の動き 11月30日現在
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※表紙写真説明

もちつき大会

　伊部にある子育て支援施設
「わくわくるーむ」で、もち
つき大会が開催されました。
新年の健康を祈りながら参加
者みんなでもちをつき、つき
たてのもちを食べました。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
元
号
と
な
っ
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

「
令
和
」
に
は
、
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が

生
ま
れ
育
つ
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
年
頭
に

あ
た
り
新
元
号
の
下
、
日
本
国
や
備
前
市
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
長
と
し
て
「
蒔
い
た
種
が
、
芽
吹
く
年
」
と
し
た

い
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

備
前
市
が
舞
台
と
な
っ
た
映
画
「
ハ
ル
カ
の
陶
」
が
完
成
し
、

備
前
焼
の
魅
力
や
作
陶
に
情
熱
を
掛
け
る
作
家
像
、

そ
し
て
ロ
ケ
地
と
し
て
伊
部
や
市
内
の
街
並
み
が

上
手
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
岡
山
市
内
で
の
先
行

上
映
、
全
国
公
開
と
も
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

（
株
）モ
ン
ベ
ル
と
初
共
催
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

（
カ
ヤ
ッ
ク
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
登
山
）
は
、
台
風
17

号
の
影
響

か
ら
一
部
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
の
市
民
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る
温
か
い
も
て
な
し
や
歓
迎
は
、

大
会
参
加
者
か
ら
モ
ン
ベ
ル
会
員
（
全
国
90

万
人
）
に
好
感
を

　
令
和
二
年
　
新

年

あ

い

さ

つ 備
前
市
長
　
田
　
原
　
隆
　
雄
　

2020 1
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持
っ
て
紹
介
さ
れ
、
次
回
開
催
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
備
前
市
に
と
っ
て
令
和
の
幕
開
け
は
、
合
併
15

周
年
の

節
目
の
年
、
図
ら
ず
も
新
庁
舎
の
竣
工
と
も
重
な
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
頂
い
た
備
前
焼
陶
板
や
議
会
議
事
堂
、
大

会
議
室
レ
リ
ー
フ
に
は
備
前
市
の
伝
統
産
業
で
あ
る
備
前
焼
を
配

し
て
お
り
ま
す
。
市
役
所
は
「
市
民
の
役
に
立
つ
と
こ
ろ
」
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
旧
閑
谷
学
校
創
学
３
５
０
年
で
も
あ
り
、
岡
山

県
や
旧
閑
谷
学
校
顕
彰
保
存
会
、
そ
し
て
市
内
経
済
団
体
や
各
種

団
体
と
も
連
携
・
協
力
し
、
ユ
ネ
ス
コ
教
育
遺
産
登
録
活
動
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

の
一
つ
に
熊く
ま

沢ざ
わ

蕃ば
ん

山ざ
ん

の
顕
彰

事
業
が
あ
り
ま
す
。
伊
里

地
区
に
蕃し
げ

山や
ま

と
そ
の
名
を
遺

す
熊
沢
蕃
山
が
、
奇
し
く
も

没
後
３
３
０
年
に
あ
た
り
ま

す
。
池
田
光
政
候
に
「
人
づ

く
り
こ
そ
、
国
づ
く
り
」
を

説
き
、
池
田
候
の
善
政
を
支

え
た
郷
土
の
偉
人
で
す
。
熊

沢
蕃
山
の
庶
民
教
育
の
考
え
こ
そ
閑
谷
学
校
創
学
の
原
点
で
あ
り

ま
す
。
百
間
川
構
築
ほ
か
多
く
の
防
災
事
業
や
、
災
害
時
の
被
災

者
救
済
等
々
、
そ
の
功
績
は
「
教
育
の
ま
ち
び
ぜ
ん
」
の
市
民
の
誇

り
で
あ
り
、
そ
の
顕
彰
事
業
も
有
意
義
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
対
策
は
、
全
国
自
治
体
共
通
の
行

政
課
題
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
地
方
都
市
の
生
き
残
り
策
は
、
地

に
足
を
つ
け
た
地
道
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
で
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
私
は
無
い
も
の
ね
だ
り
で
な
く
、
地
域
に
眠
る
宝
（
自

然
・
歴
史
・
人
物
）
を
掘
り
起
し
、
そ
れ
ら
を
活
か
す
ま
ち
づ
く

り
と
、
故
郷
が
好
き
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
市
民
を
一
人
で
も
増
や

す
こ
と
以
外
に
無
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
小
学
校

区
毎
に
地
域
担
当
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
地
区
ご
と
の
特
色

を
誇
り
と
し
な
が
ら
も
他
地
区
の
良
い
と
こ
ろ
は
認
め
手
本
と

し
、
「
地
区
自
慢
」
を
競
い
合
う
「
オ
ー
ル
備
前
」
で
の
事
業
を

ま
ち
づ
く
り
会
議
と
一
体
と
な
っ
て
企
画
・
提
案
し
て
欲
し
い
と

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
決
意
も
新
た
に
種
々
列
挙
い
た
し
ま
し
た
が
、

市
政
運
営
は
市
長
が
市
民
の
夢
や
声
な
ど
を
基
に
と
り
ま
と
め
、

職
員
が
創
意
工
夫
を
加
え
具
体
案
を
練
り
、
議
会
に
諮
り
議
員
が

同
じ
方
向
に
向
い
た
時
、
初
め
て
前
に
進
め
る
も
の
で
す
。

　

今
年
も
『
絆
・
夢
・
感
謝
』
を
胸
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
支
援
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

ご寄附いただいた備前焼陶板
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　備前市表彰条例に基づき、令和元年度備前市善行表彰に6氏が決まりました。

　備前市表彰条例は、政治、経済、文化、社会などにおいて、市の発展に寄与し、市民の模範となる人や団体

を表彰するものです。

岩
いわ

城
き

　冨
ふ

士
じ

子
こ

さん（大内 74歳）

　平成10年12月から香登地区主任児
童委員として21年の長きにわたり、
児童とその家庭に注意を払い、積極
的に相談にのるなど、児童の健全育
成に貢献されました。また、手話通
訳者として、聴覚障がい者の支援に
尽力されています。

楠
くす

原
はら

　昭
あきら

さん（香登本 74歳）

　昭和61年12月から香登地区奥谷・
西町地域の民生委員児童委員として
33年の長きにわたり、地域の生活弱
者に対して積極的に相談、アドバイ
スを行い、住民の厚い信頼を受けな
がら、地域福祉の向上に貢献されま
した。

冨
とみ

田
た

　和
かず

子
こ

さん（東片上 83歳）

　平成11年4月から備前市愛育委員
として20年の長きにわたり、地域住
民の健康意識の向上に貢献されまし
た。平成21年4月からは会長として、
母と子の交流事業の企画・実施に取
り組まれるなど、愛育活動の推進に
尽力されました。

森
もり

内
うち

　壽
ひさ

子
こ

さん（日生町日生 68歳）

　平成10年12月から日生地区宮奥地
域の民生委員児童委員として21年の
長きにわたり、生活困窮者および児
童とその家庭に相談指導などを行い、
地域福祉向上に貢献されました。ま
た、独自にサロン活動などで介護予
防に尽力されています。

福
ふく

井
い

　勝
まさる

さん
（日生町日生 82歳）

　市の施策に積極的に協力し本市の
振興に寄与されたことから、備前市
表彰条例に基づき表彰するものです。

森
もり

　義
よし

明
あき

さん（赤磐市 58歳）

　市の施策に積極的に協力し本市の振興に寄

与されたことから、備前市表彰条例に基づき

表彰するものです。

令和元年度　善行表彰

　
令和元年度備前市体育功労者表彰に5名の人が決まりました。

【アーチェリー】入
いり

江
え

　優
ゆう

さん（日生町寒河）
第61回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会　

優勝　 （開催地：静岡県）

【バレーボール】吉
よし

田
だ

奈
な

都
つ

美
み

さん（伊部）
令和元年度全国高等学校総合体育大会女子バレーボール競技

優勝 　（開催地：宮崎県）

【スポーツ吹矢】須
す

賀
が

　孝
たかし

さん（日生町日生）
第8回全日本スポーツウエルネス吹矢選手権大会　

男子の部8ｍ　優勝　 （開催地：東京）

【ペタンク】塩
しお

満
みつ

美
み

佐
さ

代
よ

さん（西片上）、津
つ

田
だ

勝
まさ

利
り

さん（西片上）
第32回全国健康福祉祭和歌山大会　ねんりんピック紀の国わ

かやま2019　ペタンク交流大会　優勝 　（開催地：和歌山県）

体育功労者表彰

　民生委員・児童委員として活躍されている

樫本千里さん（伊里）が社会福祉功労者とし

て厚生労働大臣表彰を受章されました。

　樫本さんは、平成元年から地域の生活困窮

者、高齢者、児童、障害のある人などに対し

て積極的に相談、アドバイスを行い、問題解

決に取り組んでこられました。

厚生労働大臣表彰
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消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

　
竹
原
卓
巳
（
指
導
部
）
、
石
谷
省
二
（
指

導
部
）
、
星
尾
芳
徳
（
指
導
部
）
、
新

田
裕
郁
（
穂
浪
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
　

功
績
章

　
濵
崎
幹
栄
（
吉
永
）

精
績
章

　
石
谷
省
二
（
指
導
部
）
、
小
橋
嘉
成
（
片

上
）
、
節
安
正
秋
（
蕃
山
）

勤
続
章
　
金
光
勇
人
（
指
導
部
）
、
節
安

正
秋
（
蕃
山
）
、
數
乘
紳
喜
（
指
導
部
）
、

奥
本
幸
広
（
指
導
部
）
、
新
田
裕
郁
（
穂

浪
）
、
片
井
基
義
（
伊
部
）
、
山
脇
勝

利
（
蕃
山
）
、
的
野
裕
二
（
穂
浪
）
、

的
野
道
明
（
穂
浪
）
、
延
原
学
（
三
石
西
）

岡
山
県
消
防
防
災
功
労
者
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

　
山
下
竜
一
（
指
導
部
）

優
良
消
防
団
員
章

　
関
本
真
一
（
指
導
部
）
、
柴
岡
力
（
伊

部
）
、
中
村
敦
（
指
導
部
）
、
森
本
誠
一

（
指
導
部
）
、
大
道
正
継
（
指
導
部
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

　
櫻
本
知
之
（
吉
永
）
、
石
井
利
勝
（
吉

永
北
）
、
河
井
洋
介
（
指
導
部
）
、
林

田
基
成
（
三
石
南
）

表
彰
章

　
原
田
裕
介
（
伊
部
）
、
永
井
克
典
（
指

導
部
）
、
吉
形
智
久
（
川
向
）
、
橋
本

誠
二
（
本
部
）
、
守
時
篤
志
（
指
導
部
）
、

小
松
原
裕
文
（
蕃
山
）
、
野
田
博
之
（
三

国
）
、
片
山
芳
彦
（
香
登
）
、
丸
本
貴

規
（
三
石
西
）
、
塩
田
隆
彦
（
片
上
）
、

武
本
和
樹
（
穂
浪
）

青
年
章
　
星
尾
慶
太
（
川
東
）
、
山
下
千

博
（
香
登
）

精
勤
章
　
角
野
雄
一
（
閑
谷
）、
塩
田
隆

彦
（
片
上
）、
武
本
和
樹
（
穂
浪
）、
原

智
男
（
伊
部
）、
山
崎
新
吾
（
川
西
）、

山
口
武
士
（
川
西
）、
守
時
健
（
香
登
）、

大
森
郁
夫
（
三
石
東
）、
青
木
幹
夫
（
三

石
南
）、
横
山
徳
政
（
吉
永
南
）、
小
林

昌
高
（
吉
永
南
）、
山
﨑
伸
也
（
吉
永
南
）、

藤
原
俊
明
（
神
根
）、
吉
形
俊
輔
（
川
西
）、

藤
正
彦
（
川
西
）、
仁
宮
広
暁
（
川
西
）、

山
内
伸
吾
（
吉
永
北
）

備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

　
永
井
克
典
（
指
導
部
）
、
守
時
篤
志
（
指

導
部
）
、
小
松
原
裕
文
（
蕃
山
）
、
兼

光
裕
一
（
吉
永
南
）
、
小
野
智
也
（
吉

永
南
）
、
中
村
圭
一
郎
（
川
東
）
、
古

松
一
平
（
川
東
）

市
長
表
彰
　

表
彰
章

　
青
山
訓
久
（
川
向
）
　
他
44

名

備
前
市
消
防
団
の
出
初
式
を
１
月
19
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
優
良
消
防
団
員
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

（
敬
称
略
）

消
防
団
出
初
式

備前市文学賞入賞者決定！
　第6回備前市文学賞は、一般の部に5部門で99人277点、小学生の部に4部門で204人387点、中学生の部に
4部門で356人629点の応募がありました。審査の結果、入選12点、佳作37点の入賞作品が決まりました。入賞作
品は「備前市の文学」に掲載し、入選作品は市ホームページにも掲載します。表彰式は1月18日㈯に市民センター
で行います。　 （入：入選、佳：佳作、敬称略）

【 一 般 の 部 】
◆随筆　佳小橋千歳（香登西）、桝井茉結（野谷）
◆ 詩 　 入桝井茉結（野谷）、佳頓宮寿美子（東片上）、難波亜紀（穂浪）
◆ 短歌　 入鳥越恵（伊部）、佳吉村嘉夫（西片上）、角谷成美、沖龍太朗（備前緑陽高）
◆ 俳句　 入星尾幹枝（日生）、佳頓宮寿美子（東片上）、本田満寿美（日生）
◆ 川柳　 入有𠮷一行（八木山）、佳木元都（東片上）、朝倉弘子（鶴海）、横山尚美（佐山）

【小学生の部】
◆ 詩 　入木村星那（片上）、佳山田來実（吉永）
◆ 短歌　 入竹内瑞姫（三石）、佳町紗希（伊里）、島津虹瑚（三石）
◆ 俳句　 入大森冴華（日生東）、佳延本姫奈（片上）、河井壱翔（東鶴山）、藤田虎優（三石）、安良田一嘉（日生東）
◆川柳　入千田亮太（日生東）、佳山本将生（片上）

【中学生の部】
◆ 詩 　 入淺野瑞葵（備前）、佳竹中開一、弓場風雅、平田成利（備前）
◆ 短歌　 入高坂陸（備前）、佳渡邉小夏、柿本由妃、森谷心彩、中本翔也（日生） 
◆ 俳句　 入橘零冴（伊里）、佳岸本留菜（備前）、河﨑貴大、延原祥太、梶藤純蓮（伊里）、山田奏美、大西天、

下川拓海、川邊涼介（日生）
◆ 川柳　 入川橋海誠（日生）、佳金重開（備前）、後藤千沙（日生）
問備前市文学賞実行委員会事務局　（文化振興課内☎64-1837）
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　新成人の皆さん、おめでとうございます。

　思い出に残る成人式にしようと取り組んでいる成人式実行委員に「二十歳の決意」を語っていただきました。

　私が成人の節目を迎えることが出来たのは、家族の人や友達、先輩、

先生方がここまで見守り励まし支えてきてくださったからです。そのた

め、私の決意はそういった方々への感謝の気持ちを忘れずに生きること

です。

　また、支えて良かったと思ってもらえるような誇らしい大人になりた

いと思います。それが、支えてくださった方たちへの最大の恩返しにな

ると思うので、その決意を忘れずにこれからも頑張っていきます。

　私は二十歳を迎えるにあたり、成人としての自覚を持ち、自分の行動

に責任を持った行動ができる大人になりたいと思います。

　これまで20年間育ててくれた両親、支えてくれた友人、お世話になっ

た先生方に感謝の気持ちを忘れず少しでも恩返しできるように頑張って

いきたいです。　私は家族や先生方、沢山の方々の支えがありここまでくることが出来
ました。二十歳という節目に当たり無事に看護師になれるように今以

上に勉学や実習を一生懸命頑張っていきます。そして、お世話になった

方々に少しでも恩返しをすることが出来るように看護師になり、人の役

に立ちたいと思っています。「決して最後まで諦めず地道にコツコツ」

という言葉を心に刻み、いかなる時も努力を怠らないように様々なこと

に挑戦していきたいです。 　気がつけば20歳になり、ついに成人式を迎えました。僕がこの日を迎
えることができたのは、20年間大切に育ててきてくれた家族や、一緒に

過ごしてきた仲間のおかげです。僕に関わってくれたすべての人に感謝

の気持ちでいっぱいです。

　いろいろな形で恩返しができるよう、大人としての自覚と責任を持

ち、立派な人になりたいです。そして後悔のないような楽しく充実した

人生をおくりたいです。　まず、成人するまで成長を見守ってくれた家族や友人、先生方に感
謝の気持ちを伝えたいです。　

　私が成人するにあたっての決意は、自分の行動に責任をもつことで

す。今までは、困難なことがあっても周りの人の支えがあって乗り越え

てきました。しかし、成人してからは、しっかりと自分の行動に責任を

もち、成人としての自覚をもった行動を心がけるようにしたいです。ま

た、自分がそうであったように、私も困っている人を支えて恩返しをし

ていきたいです。

備前中学校
卒業生

泉　智哉

伊里中学校
卒業生

文徳 優華

三石中学校
卒業生

山口 礼菜

日生中学校
卒業生

竹原 秀真

吉永中学校
卒業生

中井 藍梨

二十歳の決意祝 成人
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　～新成人の皆さんへ～　　

₂₀歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったとき（老齢年金）、

病気や事故で障害が残ったとき（障害年金）、

家族の働き手が亡くなったとき（遺族年金）

に、働いている世代みんなで支えようという考

えで作られた仕組みです。20歳以上60歳未満の

人は加入することが義務付けられています。令

和元年10月1日以降に20歳となった人は、日本

年金機構から加入のお知らせおよび年金手帳が

送付されますので、ご確認ください。国民年金

保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を

受け取ることができない場合があります。保険

料のお支払いができない場合は、学生納付特例

制度、または、保険料免除・納付猶予制度の手

続きを行ってください。

 「学生納付特例制度」

　学生の人は一般的に所得が少ないため、ご本

人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

 「保険料免除・納付猶予制度」

　学生以外の人が申請できる制度です。ご本

人・配偶者（世帯主）の所得が一定額以下の場

合に申請できる制度です。

※学生納付特例制度、または、保険料免除・納

付猶予制度を申請した場合、納付した場合と

比べて将来もらえる年金額が少なくなりま

す。ただし、10年以内であれば追納すること

ができます。
問岡山東年金事務所（☎086-270-7925）

まちづくりの
協働事業提案募集!
　地域の課題について、市民の皆さんと市が持って

いる力を出し合い、一緒に取り組んでいきませんか。

⃝提案できる事業　福祉、まちづくり、環境、その

他の分野に係る地域の身近な課題を解決しようと

するもので、協働事業として実施することが適切

と認められる事業。

⃝提案できる団体

　公益的な活動を行う市内の団体

⃝募 集 期 間　1月6日㈪～２月28日㈮

⃝事業の実施　令和２年4月1日～令和３年３月31

日まで事業を実施する場合は、対象の事業費に対

して市が補助します。

※対象事業費の2/3以内（まちづくり会議は10/10

以内）で20万円を限度額とします。

※令和２年度の当該事業予算の成立が前提

※補助金交付の適否は審査委員会で審査決定

 《実施例》

★

★子どもの感覚を鍛える環境整備プロジェクト事業

【東備子どもNPOセンター＆幼児教育課】

★八塔寺ふるさと村案内解説版設置事業　

　【備前観光協会＆産業観光課】

※市の政策に市民の皆さんの意見を反映させるた

め、政策提案も随時募集しています！
問市民協働課市民協働係（☎64-1806）

1月 12日 ㈰
受付 9：30～　式典 10：00～

市民センター

令和２年　備前市成人式

◆対 象 者　 平成11年4月２日～平成12年4月1日生

まれで、令和元年11月末現在備前市に住

民票がある人、または備前市出身の人

◆式 　 典　 新成人への激励の言葉や、記念品の贈

呈、祝辞など

◆式後行事　記念写真撮影など

◆駐 車 場　 市民センター東側（中国銀行片上支店向

かい）、市役所駐車場

※案内状をご持参ください。（対象者は案内状がなく

ても受付可能です）

※住民票を市外に移している人は、案内状が送付されま

せんので、会場の『市外受付』で受付をしてください。

※花束、祝電など（新成人全員を対象とするものは除

く）の受付は行いませんので、会場への配達などは

ご遠慮ください。

※公共交通機関の利用や乗り合わせに、ご協力をお願

いします。

※出席できなかった人は、1月31日㈮までに教育委員

会社会教育課までお越しください。記念品をお渡し

します。　　

問社会教育課社会教育係（☎64-1841）

【
西
鶴
山
健
康
の
会
＆

　
　
　

保
健
課
健
康
係
】

自治会・
まちづくり会議・
NPO法人など
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日帰り人間ドックで健康チェック！！　　
　令和２年度も「一般ドック」・「脳ドック」の日帰り人間ドック２コースを実施します。

協力医療機関が増えましたので、ぜひご利用ください！

一般ドック 脳ドック

共通検査項目
診察、血圧測定、血液生化学検査（脂質・肝機能・代謝系）、血液一般、炎症反応、便潜血、
尿一般、腎機能、心電図、胸部Ｘ線、腹部超音波

特定検査項目
胃部Ｘ線または胃カメラ

（胃部組織検査は実施しません。）
頭部ＭＲＩ検査

選択検査項目 肝炎ウィルス検査、ピロリ菌検査（胃）、眼底検査、肺機能検査

実施医療機関

大ヶ池診療所、木村内科、木村医院、
草加病院、市立備前・日生・吉永病院、
北川病院、平病院、小谷医院、
赤穂市民病院、赤穂中央病院

草加病院、市立備前・吉永病院、
赤穂市民病院

◆対 象 者　国民健康保険の被保険者で、昭和21年4月２日～昭和61年4月1日生まれの人

　　　　　　（※国民健康保険税を滞納している世帯は除きます。）

◆定　　員　400人　　◆申込受付　２月３日㈪ 開始　※土・日・祝日を除く。募集定員になり次第締切。

◆自己負担　共通・特定検査項目：一般ドック 6,400円、脳ドック 8,000円

　　　　　　選択検査項目：肝炎ウィルス検査 300円、ピロリ菌検査 200円、眼底検査 200円、肺機能検査 700円

◆実施期間　令和２年4月～令和３年２月（受診日は後日、受診医療機関と調整していただきます。）

◆申込方法　 保健課保険医療係、各総合支所、三石出張所窓口で、保険証をご持参の上、希望のコースおよ

び選択検査項目を申し込んでください。

※人間ドック受診を特定健診受診とみなします。

※共通・特定検査項目の一部だけを受診することはできません。

※医療機関により受け入れ人数に定員がありますので、ご了承ください。

※受診当日、国民健康保険の被保険者でなくなった場合は受診できません。　問保健課保険医療係（☎64-1819）

35歳から74歳まで

Ｂポイント結果報告受付開始！

結果報告期間　1月15日㈬~ ２月28日㈮

結果報告窓口

◆本　庁（保健課保険医療係）

◆総合保健施設（保健課健康係）

　いずれも９時から17時。閉庁日は除く。

※ 日生総合支所・三石出張所では、２月上旬に期間

限定窓口を開設します。

必要なもの　⃝Ｂポイント結果報告用紙

【チャレンジポイント】

　歯の定期検診を受診した際の領収書（口の健康コー

スを選んだ人）

【けんしんポイント】

　対象の健診（検診）を受診したことが分かる領収

書、検査結果など

※ 取組日数を達成して結果報告をした人全員に参加賞

のプレゼントがあります。

※ 代理での提出もできますが、必要事項の記入漏れ

がないように気をつけてください。　
問保健課（☎64-1820）

放課後児童クラブ
　就労などにより保護者が昼間家庭にいない小
学校に就学している児童を対象に、あそびや生
活の場を提供しています。　　　　（R1.12現在）

小学校区 学級名 実施場所 定員数
西鶴山 西鶴っ子クラブ 旧西鶴山公民館 25
香　登 ひまわり学級 香登小学校内 25
伊　部 つくし学級 伊部小学校内 45
片　上 かいづか学級 片上小学校内 25
伊　里 伊里っ子学級 伊里小学校内 20
東鶴山 バンビ学級 東鶴山小学校内 15
三　石 コスモス学級 旧三石幼稚園 20
日生西 日生西小キッズ 日生西小学校内 15
日生東 そうごキッズ 旧JA日生寒河支所 30
吉　永 吉永キッズ 旧吉永幼稚園 80

問子育て支援課（☎64-1853）

＜ 放課後児童クラブ支援員募集＞

　夕方にかけての数時間の勤務で、放課後児
童クラブを利用する小学生に適切な保育や支
援を行うお仕事です。
　興味のある人は、子育て支援課までご連絡
ください。
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病院事業　正規職員募集
令和2年4月1日採用

【看護師または准看護師】　採用予定人員　３人
・昭和40年4月２日以降生まれの人
　市立３病院または介護老人保健施設のいずれか

【薬剤師】　採用予定人員　1人
・昭和50年4月２日以降生まれの人
　市立３病院のいずれか

【臨床検査技師】　採用予定人員　1人
・昭和60年4月２日以降生まれの人
　市立３病院のいずれか

【理学療法士】　採用予定人員　1人
・平成２年4月２日以降生まれの人
　市立３病院のいずれか
※上記のいずれの職種も資格免許を有する人
　（取得見込可）
◆試験期日　①２月1日㈯　作文・適性検査など
　　　　　　②２月13日㈭　口述試験（面接）
◆申込期限　1月22日㈬　＊必着
◆提出書類・受験申込書（ホームページからダウン 
 ロード、または各病院で交付）
　　　　　・資格免許証の写しなど
申 問吉永病院事務部庶務係
　　（☎84-2120　〒709-0224 吉永町吉永中563-4）
※くわしくはホームページで募集要項をご覧ください。

会計年度任用職員募集
※これまでの臨時職員が来年度から「会計年度任用職員」

となります。

令和2年4月1日採用

⃝4月1日から市役所内の各課、市内公共施

設、学校、認定こども園などでの事務補助

などを行っていただく人を募集します。

　募集に関するくわしい内容は、市ホーム

ページ、市役所本庁、各総合支所またはハ

ローワーク備前の窓口に募集要項を準備し

ていますので、ご確認いただき、各担当課

へ申込みを行ってください。

◆募集期間　1月6日㈪から1月24日㈮

◆試 験 日　応募者へ別途通知
問総務課（☎64-1808）

⃝病院事業において会計年度任用職員を募

集します。募集に関するくわしい内容は、 

1月6日㈪から各市立病院ホームページまた

は各市立病院、さつき苑の窓口に募集要項

を準備していますので、ご確認いただき、

各担当へ申込みを行ってください。
問備前病院（☎64-3385）、日生病院（☎72-

1111）、吉永病院（☎84-2120）、さつき苑（☎

63-9300）

ホストファミリー募集

　この春、姉妹都市であるオーストラリア・クレア＆ギルバートバレー町からの訪問団員を受け入れて、思

い出に残る交流をしませんか。

◆と　き　4月15日㈬～22日㈬（予定）

　（事情によりスケジュールなどの変更が生じる場合があります）

※土曜日および日曜日は終日ホストファミリーと過ごしていただく予定です。

◆内　容　①中学生・高校生　

　　　　　② 成人の受入れ

　　　　　（①、②ともに1人または２人1組）

◆募集家庭　10家庭程度・市内在住で訪問団の送迎に融通がきく人

　　　　　　〔①中学生・高校生のいる家庭　②どなたでもOK〕

※応募者多数の場合は抽選となります。

◆募集期間　1月31日㈮まで

◆そ の 他　 今回ホストファミリーとなった家庭の生徒は、次回実施予

定のオーストラリア派遣事業の優先派遣団員となります。

◆応募方法　 申込用紙に必要事項を記入の上、企画課へ提出してください。

※申込用紙は、企画課に設置、また市ホームページにも掲載

しています。
申 問備前市国際交流協会事務局

　（企画課内 〒705-8602 東片上126 ☎64-1871

　 Ｅメール bzkikaku@city.bizen.lg.jp）

伊里認定こども園訪問

▼前回の様子

ゆかたの着付け体験（伊里中学校）
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瀬戸税務署からのお知らせ
◆来署によるご相談は、12月２日㈪から事前予約した上で受け付けています。相談日は毎週水曜日です。

　なお、確定申告における申告書作成会場へお越しいただく際には、事前の予約は必要ありません。

◎申告会場の開設日程

◆申告会場【瀬戸税務署】（岡山市東区瀬戸町瀬戸70番地）

　　　　　  【ママカリフォーラム】（岡山市北区駅元町14番1号）

◆設置期間　令和２年２月17日㈪~令和２年３月16日㈪
※土・日などの休日は税務署の閉庁日であり、申告の相談および窓口での申告書の受付は行っておりませんのでご注意くだ

さい。なお、２月24日㈪と３月1日㈰に限り、ママカリフォーラムにおいて確定申告の相談を行います。

◆受付時間　8：30～16：00まで（相談時間は９：00～17：00まで）

　　　　　　（混雑状況によって16：00以前に相談受付を終了する場合があります。）

申告書の作成は、いつでも便利なパソコン・スマホから！

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用してパソコン・スマホから e-Tax または郵送で提出！
　　　　　　　　　　　　e-Taxによる送信方法には次の２つの方法があります。

※ 自動音声案内に従って、一般的な相談については「1」（令和２年1月17日~令和２年３月16日の期間は「0」

確定申告テレフォンセンター）を選択してください。来署の事前予約については「２」を選択してください。

　軽自動車税は4月1日時点の所有者（使用者）に課税されます。廃車の手続きをしないまま放置すると

軽自動車税が毎年かかり続けますので、譲渡、盗難、廃車などで実際に車両がない場合は、３月31日まで

に下記の窓口で必要な手続をしてください。なお、年度の途中で廃車をしても、月割りで税金が戻ること

はありませんのでご了承ください。

車　　種 取扱窓口 手続に必要なもの

軽自動車（三輪・四輪車）

軽自動車検査協会岡山事務所
（岡山市北区久米177-3
　コールセンター岡山事務所
　☎050-3816-3084）

印鑑、検査証、住民票、ナンバー

プレートなど　

※手続内容により必要なものが異

なりますので、事前にそれぞれ

の取扱窓口にご確認ください。
軽二輪車（125㏄超～250㏄）　

二輪小型自動車（250㏄超）

中国運輸局岡山運輸支局
（岡山市北区富吉5301-5
　☎050-5540-2072）

原動機付自転車（125㏄以下）　

小型特殊自動車　

（トラクター・フォークリフトなど）

税務課市民税係　（☎64-1815）
日生 管理課　　　（☎72-1101）
吉永 管理課　　　（☎84-2511）
三石出張所　　　（☎62-0501）

印鑑、標識交付証明書、譲渡証明

書、ナンバープレートなど　

※不明なことはお尋ねください。

軽自動車の廃車手続は３月末までに！

問瀬戸税務署（☎086-952-1155）

e-Taxによる提出方法

☆申告会場は大変
　混み合います☆

※ 令和元年分の確定申告書等作成コーナーでは、令和2年１月31日
から、スマホとマイナンバーカードを利用したe-Tax送信のサー
ビスが開始となる予定です。

（注）・ID・パスワード方式は暫定的な対応です。
　　　お早めにマイナンバーカードの取得をお願いします。
　　・メッセージボックスの閲覧には、マイナンバーカード等が必

要です。

ＩＤとパスワードで送信　　　

・｢ID・パスワード方式の届出完了通知｣ の発行を希望さ
れる場合は、申告されるご本人が顔写真付きの本人確認
書類をお持ちの上、お近くの税務署にお越しください。

・確定申告会場で、既にID・パスワード方式の届出を提出
　された方は申告書の控えと一緒に保管されて
　いる場合がありますので、ご確認ください。

マイナンバーカードを使って送信

用意するものは、次の2つ！

① マイナンバーカード

　　　
②ICカードリーダライタ 又は
　マイナンバーカード対応のスマートフォン

②①

ID・PW
が目印
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農耕作業用自動車は軽自動車税の課税対象です
ナンバープレートの交付を受けてください

　乗用装置のある農耕作業用自動車（農耕トラクター、農業用薬剤散布車など）は小型特殊自動車に分類

され、軽自動車税の課税対象となります。必ず定置場市町村の軽自動車税担当窓口で届け出を行い、標識

（ナンバープレート）の交付を受けてください。公道を走行しない（田畑でしか使用しない）車両も課税

対象です。また、現在使用していない車両でも、所有していれば課税対象となります。

　なお、フォークリフトなどの小型特殊自動車に分類される車両についても同様に課税対象となり、ナン

バープレートを付ける必要があります。

　ナンバープレートを付けていない車両を所有している人は、印鑑と車体番号などがわかる書類（販売証

明書、譲渡証明書など）を持参し、税務課で登録をお願いします。

⃝対象車：最高速度が時速35㎞ 未満であり、乗用装置の装備された車両

※ハンドトラクターなどの原動機のみ有しているものは対象外です。

⃝車両を処分するとき： 車両本体の処分とは別に、市町村の軽自動車税担当窓口で廃車の手続きをしてく

ださい。また、その際にはナンバープレートを返納してください。

⃝軽自動車税： 4月1日現在の所有者などに、軽自動車税2,400円（年税額）が課税されます。納税通知

書は5月中旬に送付します。
問税務課市民税係（☎64-1815）、 日生 管理課（☎72-1101）、 吉永 管理課（☎84-2511）、

　三石出張所（☎62-0501）

給与支払報告書の提出を！
　給与支払報告書（令和元年度分）の提出をお願いします。

◆提出方法　給与支払報告書（個人別明細書）は一人につき２枚の提出をお願いします。

また、平成28年度より特別徴収（給与天引き）の徹底に伴い、提出時には総括表と普通徴収切

替理由書を提出していただくこととなっています。普通徴収（個人納付）に該当の人がいる場

合は、必ず普通徴収該当理由を該当の人の摘要欄へ記載していただき、あわせて普通徴収切替

理由書を提出してください。摘要欄への記載および普通徴収切替理由書の提出の２つの要件を

満たしていない場合は特別徴収となりますのでご注意ください。

◆提出範囲　退職者、アルバイト、パート、役員など、平成31年1月から令和元年12月までに給与をお支払

いになったすべての人です。

◆提出期限　 地方税法では1月末が提出期限となっていますが1月17日頃までの早期提出にご協力お願いい

たします。

申告の時期が近づいてきました
　所得税及び復興特別所得税の確定申告・市県民税申告の時期が近づいてきました。早めに書類をそろえて、
事前に集計するなど申告の準備を始めましょう。
　平成28年分以降の申告書には、マイナンバーと本人確認書類が必要です。（①または②のいずれかが必要です。）
①マイナンバーカード　　②マイナンバー通知カード＋運転免許証などの本人確認書類　

 年金申告相談 
◆と　き　２月13日㈭～14日㈮　９：00～16：00　　◆ところ　リフレセンターびぜん
◆対　象　公的年金だけを受給されている人

 所得税及び復興特別所得税確定申告・市県民税申告相談 

◆と　き　２月17日㈪～３月16日㈪　９：00～16：00　　※㈯・㈰およびび２月24日㈪を除く
◆ところ　市内の各会場　※市内の申告相談会場は ｢広報びぜん２月号｣ でお知らせします。

問税務課市民税係（☎64-1815）

事業者の
皆さん
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民生委員・児童委員および主任児童委員に₁₂₈人を委嘱
【民生委員・児童委員110人、主任児童委員18人】　

　民生委員・児童委員及び主任児童委員の改選が行われ、12月1日から次の方々が厚生労働大臣から委嘱さ
れました。
　高齢者や障害者、家庭や児童、生活の問題などの相談に応じたり、見守りなど活動を行います。

担当地域 氏　名

西　

鶴　

山

新　庄 小林三喜男
畠　田 鈴木　　誠
坂　根 馬場　興治
福　田 牧野　安

（主任）西鶴山
平川　博美
池田　直美

香　
　
　

登

西　村 﨑　京子
西奥・城山 紀井　祥男
奥谷・西町 太田　吉郎
東町・中町 佐藤　立夫
大内・池灘 友光　正策
市営住宅 𡈽方　貫一

（主任）香登
一井　峯子
小坂　郁子

伊　
　
　

部

二ツ塚・大西西・大西東・
橋西・町屋・南中町 原田　正志

上田・橋本（西町）・本町・原町 藤原　　貫
宮西・中町・下り松北・桜ヶ丘 吉田　正敏

新中・東町北・東町南・
田井山・備前中東町 藤原美恵子

中野・平池・県営住宅 伊藤　久子
不老川・南町・原南 大村　恭子
大南・片口団地・南池上 金重　有邦
浦北 平野　和子
つつじが丘・開ケ丘・浦南 金本　伸一
住宅生協・中村・光ヶ丘 岩見志津子
久々井 柴原　早苗

（主任）伊部
福圓　良子
岡本　優子

片　
　
　

上

市中・浜の町・内座 平岡　正三
新屋敷・北之町 丹生香久子
西之町 小林　義則
峠 木村　一美
福　原 野美智子
塩谷・立石 玉野　直美
一本松・大東 亀川　宜審
大渕西・大渕東 森山　純一
城下・沖浦 宇野　伸也

（主任）片上
𠮷延　恭子
砂場　　佳

伊　
　

里

閑　谷 延里　洋一
広高下 延原さき代
木　谷 頓宮　祥爾
山田原 嶋　喜美子
伊里中・一本松 枝本　愛子

担当地域 氏　名

日　
　
　

生

宮奥・中小路 未　定

四軒屋・東小路 中村　誠志
峠小路 中井　哲夫
日陽小路 中村　孝子
栄　町 荒木　美喜
中日生 山口　順子
梅　灘 松下　しほ
梶　谷 相田　頼子
後小路・南の一 横谷　　妙
南の二・湾戸 松本　　仁
浜　山 森本　敏弘
浜　山 松本千鶴子
西 中上　道子
大　西 山﨑　尚子
深　谷 川本満美子
寒河中 木元　泰彦
福浦峠・寒河東 吉田　敦男
寒河東・寺山 小川　恭正
西の谷・鹿久居島 在間　　緑
入　鹿 吉形　益美
大多府 新路　宗一
鴻　島 村上　凉子

（主任）日生
有吉由美子
米本　三恵

吉　
　
　

永

金　谷 横山　茂樹
福　満 兼光　良典
福　満 田　順子
南　方 丸上始企子
南　方 神﨑佐都美
吉永中 髙原　節美
吉永中 中川　正典
吉永中 平　　靖子
三　股 矢田　陽子
岩　崎 染田　節子
岩　崎 髙取　　一
今　崎 税所　宣和
神根本 三星　一郎
高　田 小川　浩一
和意谷 未　定

加賀美 籔井　永子
多　麻 竹内　俊樹
都留岐 小寺　訓子
笹　目 山﨑　和江

（主任）吉永
石野美枝子
藤原　佳子

担当地域 氏　名

伊　
　
　

里

徳　当 髙橋加代子
友　延 寺﨑妃名子
雇用促進・友延上 樫本　千里
門前・北地 山本香代子
佐那高下・持田 青山　留美
麻宇那上・家中・向井 中田たつよ
麻宇那西 物部　幸敏
井　田 花岡由美子
木生峠・木生東 岸本　伸一
木生西・越鳥・伯父ヶ奥 的野　　豊
小松・入川・難田東 光本　信惠
灘田西 木原　誠真
大星・川西・川東 谷口　 子
明石・塚本・明石住宅 山本　　實

（主任）伊里
春本　由紀
武本　満子

東　

鶴　

山

原山門・八坂・小才 横山　雅一
西谷・森金 土方　克己
沖・坂田 大内美千代
東 波多野喬二
高下 黒田　明美

久保・門前・大北・
中尾・東北尾 今脇　一知

青石・西宮・東北尾・
西北尾 松原　潤子

富尾・三ツ松・亀井戸 野崎　哲史

（主任）東鶴山
小野田朱美
坂口　美佳

三　
　
　

石

舟坂・榎町 長尾　憲子
福　石 津村　　稔
宿上・宿中 有吉　　協
宮　内 垣本　昌子
関川・須通天盛館 永島佐榮子
守　石 伊賀　安文
五　石 橋本　典子
土師神根・渡瀬 杭本　美鈴
荒神町・石山・畑 未　定
本　村 兼元　　雄
八木山 藤田　 美

（主任）三石
菊政久美子
原　　瑞穂

日　

生

三軒屋西 横山　久子
三軒屋西 川淵　由美

三軒屋 下林　知子
三軒屋東・脇の上 森下　真一

問社会福祉課（☎64-1827）
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ただいま分譲中！！

つつじが丘団地（浦伊部）

●所在地　

　浦伊部字つつじが丘37号地

●価格・面積

　565.7万円・282.87㎡（約85.7坪）

〈公共施設まで〉

・伊部認定こども園まで　約1.4㎞　

・伊部小学校まで　　　　約1.7㎞

・備前中学校まで　　　　約1.3㎞　

・ＪＲ伊部駅まで　　　　約1.8㎞

・市立備前病院まで　　　約2.4㎞

スワ団地（日生町寒河）

●所在地 　日生町寒河字スワノ谷　　

●価格・面積

　158.1万円・102.51㎡（約31坪）

〈公共施設まで〉

・日生運動公園まで　　　　約0.5㎞

・日生保育園・幼稚園まで　約0.6㎞

・日生東小学校まで　　　　約1.3㎞

・日生中学校まで　　　　　約2.8㎞

・ＪＲ寒河駅まで　　　　　約1.8㎞

・市立日生病院まで　　　　約2.4㎞

◇売却方式　先着順

◇申込み資格

　自らが居住または会社などで従業員が

居住するための住宅（共同住宅を除く）

を建築する人
申 問都市住宅課移住定住推進係

　　（☎64-2225）

地域づくり推進賞を受賞！

　三石地区で高齢者が集う場所「通いの場（サロン）」に、自力

参加が困難な人を参加できるように付添を行って支援する活動

（通所付添サポート事業）を行っている「三石いきいき付添サポー

ター会」が、備前県民局から地域の活性化や発展に資する優れた

活動であるとして、令和元年度地域づくり推進賞を受賞しました。

　会長の長尾憲子さんは授賞式で「足腰が弱くなって自分で外出

できない人や、サロンは遠いから行けなかった人が、遠慮せずに

いつまでもサロンに参加でき、三石地区に暮らす皆さんが元気に

いきいきと楽しい時間を過ごせたらいい、そんな思いでこれから

もこの活動を続けていきたいと思います。」と堂々と発表されま

した。
問地域包括支援センター（☎64-1844）

市内中小企業の「健康経営」
の取り組みを応援します！

　従業員などの健康管理や健康づくりの取り組みを「投資」

と捉え、戦略的に実践することを「健康経営」といいます。

これまで従業員の健康管理は自己責任と考えられてきまし

たが、「心身の健康改善による生産性の向上」「仕事の満足

度や愛着心・前向き度の向上や離職率の低減」「企業のイ

メージアップによる優秀な人材の確保」など、企業にとっ

てのメリットも多いことから健康経営に取り組む企業が増

えています。

　市では、市民の健康づくりの一環として、市内の中小企

業と共同で健康教室を実施する取り組みを行いたいと考え

ています。興味のある市内の企業の経営者の方がおられま

したら、ぜひご相談ください。
問保健課健康係（☎64-1820）

　写真は10月31日に㈱タック（吉永町南方）の従業員

を対象に開催した料理教室の様子です。

　調理実習のテーマは【簡単・時短】！普段料理をし

ない人に家でも実践してもらえるよう、カットキャベ

ツを使ったコールスローやトースターを使ったクリス

ピーチキンなど、デザートを含めた5品にチャレンジ

しました。

　従業員の人からは「これなら家でも挑戦できそう」

などの声が聞かれ、好評をいただきました。

左から備前県民局長、長尾憲子さん、市担当職員
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生
病
院

料

別
途
必
要
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

問

１
月
8
日
㈬
ま
で
に

　

日
生
病
院
（
☎
 
１
１
１
１
）へ

身
体
障
害
者
等

巡
回
更
生
相
談
（
要
予
約
）

時

1
月
24
日
㈮

　

受
付
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

審
査
11
時
開
始

所

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

対
象
障
が
い

肢
体
不
自
由

相
談
員

岡
山
労
災
病
院
医
師（
整
形
）

相
談
内
容

補
装
具
・
更
生
医
療
な
ど

持

身
体
障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・
保

険
証
・
個
人
番
号
の
分
か
る
も

の
・
使
用
中
の
補
装
具

申

問

1
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
社

会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
☎
 
１
８
２
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 

１
８
４
７
）へ

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
介
　
　
護
　

「
家
族
介
護
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
交
付
申
請

　

在
宅
高
齢
者
の
介
護
者
に
、
介

護
用
品
と
引
換
え
が
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

対

介
護
「
３
」「
４
」「
５
」
の
認

定
を
受
け
た
在
宅
高
齢
者
の
介

護
者
で
、
在
宅
高
齢
者
お
よ
び

介
護
者
と
も
に
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
人

申

問

1
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮
ま
で

に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま

た
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
 
１
８
４
４
）
へ

介
護
者
の
会
（
参
加
無
料
）

「
教
え
て
！
施
設
入
所
の
手
続
き

と
入
所
費
用
」

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
す
る
と

費
用
は
ど
う
な
る
の
？
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
？
な

ど
、
施
設
入
所
に
係
る
費
用
や
入

所
時
に
必
要
な
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
講
話
を
実
施
し
ま
す
。
講
話

後
は
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
も

行
い
ま
す
。

時

１
月
23
日
㈭　

　

10
時
～
11
時
30
分

所

伊
部
公
民
館　

会
議
室

対

介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
経

験
の
あ
る
人
、
介
護
に
不
安
や

疑
問
の
あ
る
人

申

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
 
１
８
４
４
）
、
東
サ
ブ
セ 

ン
タ
ー（
☎
 
１
２
４
０
）、北
サ 

ブ
セ
ン
タ
ー（
☎
 
９
１
１
４
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
「
認
知

症
に
つ
い
て
も
っ
と
く
わ
し
く
知

り
た
い
」
と
言
っ
た
声
に
お
応
え

し
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時

２
月
5
日
㈬　

13
時
30
分
～
15

時
（
受
付
13
時
～
）

所

市
民
セ
ン
タ
ー
2
階
講
座
室

内

講
演
「
も
し
も
あ
な
た
が
認
知

症
に
な
っ
た
ら
！
」

　

~

共
生
と
予
防
を
考
え
る~

講

安
藤
光
徳
氏

　

（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

岡

山
県
支
部
）

対

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

定

50
人

申

問

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
 

１
８
４
４
）
、

東
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
（
☎
 
１
２
４
０
）、
北
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
（
☎
 
９
１
１
４
）

　
　
ス
ポ
ー
ツ
　

ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
少
林
寺
拳
法
教
室
」（
参
加
無
料
）

　

少
林
寺
拳
法
を
と
お
し
て
、
武

道
の
基
本
練
習
、
護
身
術
の
指
導

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
、
性
別
、
経
験
問
わ
ず
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時

１
月
20
日
㈪
～
２
月
３
日
㈪
ま

で
の
月
・
金
曜
日
18
時
30
分
～

19
時
30
分

所

吉
永
中
学
校
を
除
く
市
内
各
中

学
校
の
武
道
場
、
吉
永
地
域
公

民
館

※
開
催
日
に
よ
っ
て
場
所
が
変
わ

る
為
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対

小
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
武

道
に
興
味
関
心
の
あ
る
人
な
ど

（
市
内
在
住
優
先
）

申

問

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
社
会
教
育
課

（
☎
 
３
８
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 

４
２
８
５
）
（
電
子
申
請
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
）
へ

　
　
イ
ベ
ン
ト
　

埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

申

問

（
☎
 
４
３
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

 
４
３
０
１
）

 

と
ん
ぼ
玉
を
つ
く
ろ
う
！ 

　

備
前
市
内
の
と
あ
る
古
墳
か
ら

は
、
ガ
ラ
ス
玉
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
岡
山
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
所
長
の
長
谷
川
一
英

先
生
を
講
師
に
招
き
、
先
生
に
教

わ
り
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス
棒
を
溶
か

し
て
と
ん
ぼ
玉
を
作
り
ま
す
。
好

き
な
色
の
ガ
ラ
ス
を
選
ん
で
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
と
ん
ぼ

玉
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

時

2
月
9
日
㈰

・
午
前
の
部 

9
時
30
分
～

・
午
後
の
部 

13
時
30
分
～
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各
回
1
時
間
30
分
程
度

所

埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

対

ど
な
た
で
も

　

（
10
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定

各
回
10
人
程
度
（
先
着
順
）

料

３
０
０
円

申
込
期
限

２
月
２
日
㈰
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
（
火
曜

は
休
館
）
当
セ
ン
タ
ー
へ

求
む
！！
鏡
工
人

～
古
墳
に
つ
い
て
学
び
、
鏡
を

　

つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

　

総
社
市
埋
蔵
文
化
財
学
習
の
館

の
平
井
典
子
館
長
を
講
師
に
招

き
、
古
墳
や
鏡
に
つ
い
て
学
ん
だ

の
ち
、
備
前
市
に
あ
る
丸
山
古
墳

か
ら
出
土
し
た
鏡
の
レ
プ
リ
カ
を

作
り
ま
す
。
今
回
は
「
盤ば

ん

龍
り
ゅ
う

鏡
き
ょ
う

」

「
渦か

文も
ん

帯た
い

変へ
ん

形け
い

方ほ
う

格か
く

規き

矩く

八は
ち

獣
じ
ゅ
う

鏡
き
ょ
う

」「
内な

い

行こ
う

八は
ち

花か

文も
ん

鏡
き
ょ
う

」
と
い
う

３
種
類
の
型
の
中
か
ら
好
き
な
型

を
選
び
、
金
属
を
流
し
込
ん
で
直

径
約
５
㎝
の
鏡
を
作
り
、
磨
い
て

仕
上
げ
ま
す
。

時

２
月
16
日
㈰

・
午
前
の
部 

９
時
30
分
～

・
午
後
の
部 

13
時
30
分
～

　

各
回
１
時
間
30
分
程
度

所

埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

対

ど
な
た
で
も

　

（
10
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定

各
回
8
人
程
度
（
先
着
順
）

料

１
，
０
０
０
円

申
込
期
限

２
月
２
日
㈰
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
（
火
曜

は
休
館
）
当
セ
ン
タ
ー
へ

備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

問

（
☎
 
１
４
０
０
）

休

月
曜
日
。
年
末
年
始
（
12
月
29

日
～
1
月
3
日
）。

入

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
・
大

学
生
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料
、
65
歳
以
上
お
よ
び
障
害

者
割
引
あ
り

※
新
年
最
初
の
開
館
日
、
1
月
4

日
㈯
に
は
先
着
30
名
に
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！！

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

特
別
展 

「
獅
子
十
六
面
相
」

　

江
戸
・
明
治
・
昭
和
に
制
作
さ
れ

た
貴
重
な
獅
子
と
関
連
資
料
、
現
代

作
家
の
作
品
群
を
紹
介
し
ま
す
。

時

開
催
中
～
令
和
2
年
2
月
2
日

㈰
9
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

所

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
1
・
2
階

 

特
別
展
関
連
イ
ベ
ン
ト 

獅
子
舞

時

１
月
11
日
㈯
15
時
～（
約
30
分
）

所

備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
駐
車
場

（
雨
天
の
場
合
、
館
内
）

披
露

神
根
神
社
獅
子
舞
保
存
会

料

雨
天
の
場
合
は
入
館
料
が
必
要

で
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

問

（
☎
 
４
４
２
８
）

 

巡
回
企
画
展 

「
谷
三
三
五
と
備
前
市
ゆ
か
り

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
」

（
入
館
料
無
料
）

　

昨
年
の
夏
に
加
子
浦
歴
史
文
化

館
で
展
示
し
た
「
谷
三
三
五
と
備

前
市
ゆ
か
り
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
」
の
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。

岡
山
県
出
身
初
の
短
距
離
走
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
で
あ
る
谷
三
三
五

選
手
を
中
心
に
、
備
前
市
ゆ
か
り

の
３
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を

ゆ
か
り
の
品
と
と
も
に
紹
介
し
ま

す
。

時

１
月
15
日
㈬
～
３
月
1
日
㈰

開
館
時
間

９
時
～
16
時
30
分

休

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

備
前
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９

～
備
前
焼
研
究
最
前
線
Ⅲ
～

　

今
年
度
は
備
前
焼
に
関
す
る
最

新
研
究
の
研
究
報
告
な
ど
を
行
い

ま
す
。

時

①
１
月
18
日
㈯

　
　

13
時
30
分
～
16
時

　

②
１
月
19
日
㈰

　
　

10
時
～
16
時
50
分

所

①
伊
部
地
内
：
備
前
焼
伝
統
産

業
会
館
集
合
（
窯
跡
見
学
）

　

②
備
前
焼
伝
統
産
業
会
館
３
階

（
基
調
報
告
等
）

講

浜
中
邦
弘
氏
（
同
志
社
大
学
歴

史
博
物
館
准
教
授
）、
西
森
正

晃
氏
（
京
都
市
文
化
財
保
護

課
）、
乗
岡
実
氏
（
丸
亀
市
教

育
委
員
会
）

料

１
，
５
０
０
円

定

80
人
（
先
着
順
）

申

問

氏
名
、
住
所
、
電
話
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
１
月

17
日
㈮
ま
で
に
、
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
備
前 

歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員 

会
事
務
局
（
文
化
振
興
課
内
）  

（
〒
７
０
５-

８
６
０
２ 

東
片
上 

126 

☎
 
１
８
４
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
２
１
１
２  b

zb
u
n
k
a
@

city.b
ize

n
.lg

.jp

）へ

観
光
列
車
ラ
・
マ
ル
・
ド
・

ボ
ァ
婚
活
イ
ベ
ン
ト

　

人
気
の
観
光
列
車
を
貸
切
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
し
ゃ
れ
な
ラ
ン

チ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
の
合
う

人
と
の
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。

時

２
月
１
日
㈯　

10
時
～
15
時

所

Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
発
着

　

地
ビ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
レ
マ
ー

ニ
（
吉
永
町
岩
崎
）

　

（
備
前
市
内
の
人
に
は
、
岡
山

駅
ま
で
の
往
復
切
符
を
お
送
り

し
ま
す
）

募
集
人
数

25
歳
～
40
歳
く
ら
い
の

男
女
各
20
人

料

男
女
と
も
に
５
，
０
０
０
円

　

（
乗
車
賃
・
フ
ー
ド
ド
リ
ン
ク
込
）

申
込
期
間

１
月
13
日
㈪

問

企
画
課
（
☎
 

１
８
７
８ 

E
メ
ー
ル k

o
ik
a
tsu

@
city.

b
ize

n
.lg

.jp

）

申
「
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
」

で
検
索
「
イ
ベ
ン
ト
ユ
ー
ザ
ー

登
録
」（
無
料
）
を
行
い
、
参

加
申
込
。

　
　
案
　
　
内
　

吉
永
地
域
公
民
館

申

問

（
☎
 
３
８
３
９
）

 

講
座
生
募
集 

～
初
心
者
向
け
～
『
短
歌
講
座
』

　

自
分
の
思
い
や
伝
え
た
い
こ
と

を
短
歌
に
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

時

１
月
30
日
㈭
、
２
月
13
日
㈭
全

２
回
、
各
回
と
も
13
時
～
15
時

所

吉
永
地
域
公
民
館

講

関
内
惇
先
生
（
岡
山
県
歌
人
会

副
会
長
）

定

10
人
（
先
着
順
）

料

５
０
０
円

内

短
歌
の
作
り
方
と
味
わ
い
方
、

近
代
名
歌
・
現
代
秀
歌
鑑
賞
、

詠
草
添
削
な
ど

申
込
期
間

１
月
８
日
㈬
～
21
日
㈫
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お知らせ　  information

 
健
康
づ
く
り
は
笑
い
か
ら 

（
参
加
無
料
）

　

笑
い
が
心
身
の
健
康
に
与
え
る

効
用
に
つ
い
て
、
大
道
芸
を
ま
じ

え
た
楽
し
い
お
は
な
し
で
す
。

時

１
月
15
日
㈬
10
時
～
11
時
10
分

所

吉
永
地
域
公
民
館

講

大
道
芸
人
た
っ
き
ゅ
う
さ
ん

（
京
大
卒
。
日
本
笑
い
学
会
、

健
康
生
き
が
い
学
会
所
属
）

対

ど
な
た
で
も

定

70
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限

　

1
月
12
日
㈰
ま
で
の
開
館
日
の

9
時
～
17
時

　
　
　

 　

日
生
地
域
公
民
館

申

問

（
☎
 
１
０
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ

 
１
０
９
８
）

 

国
際
理
解
講
座
② 

（
全
２
回
）

～
日
本
語
以
外
し
ゃ
べ
ら
れ
な
く

て
も
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
れ
る
は
ず
！
～

　

２
回
目
は
、
日
生
町
出
身
の
北

脇
さ
ん
に
、
文
化
の
違
い
か
ら
起

こ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
の

ハ
プ
ニ
ン
グ
、
そ
の
と
き
の
対
処

法
や
考
え
方
な
ど
の
お
話
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。

時

１
月
18
日
㈯

　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

所

日
生
市
民
会
館
２
階
会
議
室

講

北
脇
藍
紗
さ
ん

定

30
人
（
先
着
順
）

料

５
０
０
円

申
込
期
間

　

１
月
４
日
㈯
～
16
日
㈭　

17
時

 
魚
介
さ
ば
き
方
講
座
④（
全
４
回
）

　

今
年
度
最
後
は
「
牡
蠣
剥
き
」

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

牡
蠣
剥
き
用
の
ナ
イ
フ
を
購
入

希
望
の
人
は
、
参
加
申
込
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

時

１
月
25
日
㈯　

10
時
～
13
時

所

日
生
地
域
公
民
館
３
階
調
理
実

習
室

講

岩
本
泰
広
さ
ん

定

20
人
（
先
着
順
）

料

５
０
０
円

申
込
期
間

　

１
月
４
日
㈯
～
17
日
㈮　

17
時

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
〝
虹
の
広
場
”

（
参
加
無
料
）

古
典
に
親
し
む
～
万
葉
を
読
む
～

時

２
月
７
日
㈮　

10
時
～
12
時

所

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん

講

竹
内
良
雄 

氏

持

筆
記
用
具

定

20
人
（
先
着
順
）

団
体

ウ
ィ
ズ
び
ぜ
ん
登
録
団
体
：

び
ぜ
ん
女
た
ち
の
会

申

問

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
市
民

協
働
課
（
☎
 
１
８
２
３
）
へ

旧
ア
ル
フ
ァ
ビ
ゼ
ン
跡
地

活
用
意
見
交
換
会

　

旧
ア
ル
フ
ァ
ビ
ゼ
ン
跡
地
の
活

用
に
関
す
る
基
本
構
想
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
市
で
策
定
す
る
施

設
整
備
案
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

時

２
月
７
日
㈮

　

18
時
30
分
～
（
２
時
間
程
度
）

所

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
講
座
室

対

備
前
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

定

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
意
見
交
換

会
に
参
加
さ
れ
る
人
に
後
日
改

め
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

申

問

１
月
24
日
㈮
ま
で
に
、

　

施
設
建
設
・
再
編
課

　

（
☎
 
１
８
７
７ 

Ｅ
メ
ー
ル

　

b
zsh

ise
tsu

ke
n
se

tsu
@
city.

b
ize

n
.lg

.jp
）
へ

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
文
面
に
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
を
必
ず
記

入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

第
11
回
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
講
座

健
康
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め

『
室
内
カ
ー
リ
ン
グ　

ユ
ニ
カ
ー

ル
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
』

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
で
き
ま

す
。

時

１
月
22
日
㈬　

13
時
～
15
時

所

い
ん
べ
会
館

定

18
人
（
先
着
順
）

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い

申

問

１
月
６
日
㈪
か
ら
、
い
ん
べ

会
館
（
☎
 
０
８
９
０
）
へ

高
齢
者
サ
ロ
ン
へ
の

誘
い
出
し
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

～
住
民
互
助
の
通
所
付
添
活
動
を

　

考
え
よ
う
～　

（
参
加
無
料
）

　

人
生
１
０
０
年
時
代
、
80
歳
、

90
歳
に
な
っ
て
足
腰
が
弱
っ
て

も
、
地
域
と
の
交
わ
り
が
途
絶
え

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
介
護
予

防
の
秘
訣
で
す
。
元
気
な
と
き
か

ら
地
域
で
役
割
を
も
っ
て
活
躍
し

な
が
ら
、
支
え
あ
い
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

時

１
月
29
日
㈬　

13
時
～
16
時 

（
受
付
12
時
30
分
～
）

所

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
講
座
室

対

地
域
で
高
齢
者
の
集
い
や
サ
ロ

ン
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
人
、

　

こ
れ
か
ら
携
わ
り
た
い
人

定

50
人
（
先
着
順
）

申

１
月
15
日
㈬
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
 
３
０
３
３　

Ｆ

Ａ
Ｘ
 
３
６
８
９
）
へ

問

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
 

３
０
３
３
）
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
 
１
８
４
４
）

「
お
か
や
ま
Ｕ
タ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
移
住
相
談
会
」

（
入
場
無
料
、
予
約
不
要
）

　

岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
の
支
援

を
強
化
す
る
た
め
、
県
出
身
の
学

生
や
社
会
人
が
帰
省
す
る
時
期
に

合
わ
せ
、
備
前
市
を
は
じ
め
と
す

る
市
町
村
や
職
業
紹
介
団
体
な
ど

が
参
加
す
る
移
住
相
談
会
を
左
記

の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

時

1
月
4
日
㈯　

11
時
～
16
時

所

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
8
階

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
北

区
奉
還
町
二
丁
目
２
番
1
号
）

対

岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
お
考

え
の
人
な
ど

主
な
内
容

市
町
村
相
談
、
就
職
・

転
職
相
談
、
就
農
相
談
、
住
ま

い
の
相
談
な
ど

問

岡
山
県
中
山
間
・
地
域
振
興
課 

（
☎
０
８
６
・
２
２
６
・
７
８
６
２
）

入入館料　　会会費　　持持参品　　
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そ 

の 

他
　

令
和
２
年
度
使
用

小
学
校
教
科
用
図
書
展
示
会

開
催

　

令
和
２
年
度
か
ら
小
学
校
で
使

用
さ
れ
る
教
科
書
の
採
択
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
令
和
2
年
度
よ
り
小
学
校
で
使

用
さ
れ
る
教
科
書
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
教
科
書
の
展

示
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

時

1
月
10
日
㈮
～
23
日
㈭

所

市
立
図
書
館
〔
市
民
セ
ン
タ
ー

内
〕
（
13
日
、
14
日
、
20
日
を

除
く
９
時
30
分
～
18
時
）、
日

生
・
吉
永
総
合
支
所
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時

15
分
）、
備
前
市
教
科
書
セ
ン

タ
ー
〔
備
前
中
学
校
内
〕（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
８
時
15
分
～

16
時
45
分
）

問

学
校
教
育
課（
☎
 
１
８
５
８
）

令
和
２
年
度

小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る

皆
さ
ん
へ

　

備
前
市
で
は
、
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
に
つ
い
て
、
住
所
に
よ
る

学
区
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。
対
象

の
各
ご
家
庭
に
１
月
末
ま
で
に
就

学
通
知
を
送
付
し
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
学
校
教
育
課

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
国
・
県
・
私
立
学
校
な
ど
へ
進

学
さ
れ
る
場
合

⃝

引
越
予
定
で
市
外
の
学
校
へ
進

学
さ
れ
る
場
合

⃝

特
別
な
事
情
が
あ
り
、
指
定
校

以
外
の
市
内
の
学
校
へ
の
就
学

を
希
望
さ
れ
る
場
合

※
指
定
校
の
変
更
・
区
域
外
就
学

に
は
許
可
基
準
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

学
校
教
育
課
（
☎
 
１
８
４
０
）

就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給

の
ご
案
内

　

令
和
２
年
4
月
に
小・

中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当

す
る
人
を
対
象
に
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
（
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制

服
な
ど
入
学
に
必
要
な
も
の
を
購

入
す
る
費
用
）
を
入
学
前
（
３
月
）

に
支
給
し
ま
す
。
10
月
頃
学
校
を

通
じ
て
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
交
付
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

を
教
育
振
興
課
へ
提
出

申
請
期
間

１
月
6
日
㈪
～
31
日
㈮

※
就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的

に
お
困
り
の
小
・
中
学
生
の
保

護
者
で
教
育
委
員
会
が
認
定
す

る
人
に
、
学
校
生
活
で
必
要
な

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

で
す
。
学
用
品
費
・
修
学
旅
行

費・

校
外
活
動
費
・
給
食
費
な

ど
新
年
度
に
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
は
、
4
月
に
お
子
さ
ん
を

通
じ
て
ご
案
内
を
し
ま
す
の

で
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問

教
育
振
興
課
（
☎
 
１
８
０
２
）

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！  

　

農
林
水
産
省
で

は
、
２
月
１
日
現

在
で
「
２
０
２
０

年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん

各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で

き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る

た
め
の
調
査
で
す
。

　

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を

対
象
に
行
わ
れ
る
『
農
林
業
の
国

勢
調
査
』
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
や
会
社
な
ど
に

調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

企
画
課
（
☎
 
１
８
７
１
）

備
前
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
引
換
券

を
交
付
済
み
の
人
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

商
品
券
の
郵
便
局
で
の
購
入
期

限
は
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
券
の
使
用
期
限
は

令
和
２
年
２
月
29
日
㈯
ま
で
と
な

り
ま
す
。
期
限
以
降
の
購
入
、
ま

た
は
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
対
策
課

（
☎
０
７
０
・
７
５
７
２
・
０
７ 

４
７
、
☎
０
７
０
・
７
５
７
２
・ 

０
７
４
８
）

  問問い合わせ先　　申申し込み　　時とき　　所場所　　内内容　　対対象　　定定員　　講講師　　料費用　　休休館日

今月のイベント

備前市エコハウス（畠田20-1）

1月18日㈯　10：00～13：00　※要申込
◆住宅よろず相談会
　（一級建築士が住宅のことについて
　  無料でご相談に乗ります）
◆木工教室（もちつき大会）
◆ダンボールコンポスト講習会
　随時受付中です。

888888888 市営住宅等　入居者募集

◆募集期間　1月7日㈫～15日㈬

【市営住宅】土師神根、三股

【特定公共賃貸住宅】スワ・吉永中

申 問都市住宅課（☎64-1851）

　　  日生 管理課（☎72-1104）

　　  吉永  管理課（☎84-2513）

広報びぜん　令和２年1月17

◆開館時間
　10：00～15：00
◆休館日
　月曜、祝日の翌日、
　年末年始
申 問

　備前市エコハウス
　推進地域協議会
　（☎66-7774）



乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

乳
幼
児
健
診･

育
児
相
談

　　　　 内　容 対 象 と　き（受付） と こ ろ

４か月児健診 令和元年8月生 8日㈬　13：00〜13：30

総合保健施設

【吉永】

1歳6か月児健診 平成30年7月生 22日㈬　13：00〜13：30

2歳 6か月児歯科健診 平成29年7月生 16日㈭　13：00〜13：15

3歳6か月児健診 平成28年7月生 29日㈬　13：00〜13：30

かみかみ離乳食と歯の教室 平成31年3月生 7日㈫　9：40〜10：00

日生育児相談 乳幼児 23日㈭　10：00〜11：30 日生防災センター

1月

ノロウイルスに注意！備前市健康づくり3か条

•今より10分多く歩く

•野菜から先に食べる

•体重を毎日はかる
　  【第2次健康びぜん21】

健康健康情
報
情
報

問保健課（☎64-1820）

問保健課

　この時期は、ノロウイルスによる食中毒が発
生しやすく注意が必要です。

【ノロウイルス食中毒予防のポイント】
⃝清潔（ウイルスを付けない）
・調理前やトイレの後は、石けんを用いて流水

で手をよく洗う。
・下痢やおう吐などの症状があれば、食品を直

接扱う作業に従事しない。
⃝加熱（ウイルスをやっつける）
・加熱する食品は中心部までよく加熱する。
・ノロウイルスには加熱（85℃～90℃で90秒間

以上）や次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が
有効です。

　歯周病は放置すると歯を失うばかりではなく、肺

炎や動脈硬化症、認知症などの原因になることもわ

かってきました。さらに怖いのは、気づかないうち

に糖尿病が悪化する原因にもなっています。元気で

食事を楽しめる生活を応援します。

◆と　き　２月22日㈯

◆ところ　おさふねサービスエリア２階　

　　　　　備前の間（瀬戸内市長船町長1133-2）

◆対　象　糖尿病や歯周病について学んでみたい人

【試食会】受付11:00～　開催11:30～

　　　　『食事と歯周病』（仮）

　講師：北川病院　管理栄養士  柿木亜希子氏

【講演会】受付12:50～　開催13:00～

　　　　『口腔ケアについて』（仮）

　講師：岡山大学病院　歯科衛生士　千神八重子氏

　　　　『糖尿病と歯周病　

　　　　～噛んで食事をしていますか？～』

　講師：岡山大学病院 歯周科 講師 大森一弘先生

◆定　員　50人（先着順）

◆参加費　試食会：800円　講演会：無料
申 問試食の有無にかかわらず、２月３日㈪までに

　　平病院（☎0869-93-1155）へ

【主催】東備糖尿病療養指導セミナー、

　　　  岡山県栄養士会東備支部

【後援】岡山県備前保健所東備支所、赤磐市、

　　　  瀬戸内市、備前市、和気町

　保健師・栄養士から健診の結果の見方や検査値
改善のための食事や運動についてのアドバイスが
受けられますので、ぜひお越しください。

と　き ところ
1月24日㈮ 13:30～15:30 総合保健施設【吉永】
1月27日㈪ ９:30～11:30 日生防災センター
1月28日㈫ 13:30～15:30 市民センター

※今年度特定健診の受診がお済の人は健診結果を
持ってお越しください。

　1月15日㈬から乳がん（マンモグラフィ）、子
宮頸がん、骨粗しょう症検診が始まります。ナイ
ター検診もありますので、働く女性もぜひお越し
ください。
◆ナイター・休日検診

と　き ところ
1月23日㈭ 16:30～18:30 リフレセンターびぜん

２月２日㈰
９:30～11:00 市民センター
14:00～15:30 リフレセンターびぜん

　その他の日程などの詳細は、検診ガイドやホー
ムページをご覧ください。

 『第8回糖尿病健康セミナー
　　　in東備』の参加者募集！

なんでも健康相談（予約不要）

レディース検診

 広報びぜん　2020. 1 18



1月の相談 無料

法律相談

心配ごと相談

行政相談

子育てに関する相談

▼　と　き ▼　相談会場・電話

※祝日の相談はありません。
　相談日程は変更になる場合
　があります。

※ 有料 法律相談  東備法律相談センター　毎週水曜日 13：00～16：10（和気町総合福祉センター 要予約・☎086-234-5888）

　東備法律相談センターの無料利用券がありますのでご利用ください。ただし、数に限りがあります。（問☎64-1800）

弁護士による法律相談
（離婚、相続、消費者被害など）

14日㈫・28日㈫　
　　　　13：00～16：00

社会福祉協議会（備前）問☎64-3033
要予約　１週間前から 

司法書士による相談 
（サラ金、 登記など）

21日㈫　13：00～ 社会福祉協議会（備前）問☎64-3033
要予約　１週間前から当日10時まで

公証相談 
（遺言、 金銭貸借 契約、 離婚など）

21日㈫　13：00～15：00 市民センター4階　講習室 問☎64-1800
要予約　１週間前から前日午前中まで

心配ごと相談
15日㈬　10:00～12:00 吉永地域公民館　　　　問社協  ☎84-3839
28日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問社協  ☎72-2510

なやみごとなんでも相談室
　　　– 人権擁護委員による –

21日㈫　13:00～15:00 市民センター4階　講習室　問☎64-1800 

28日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104 

一般相談 毎週㈭　13：00～15：00 社会福祉協議会（備前）問☎64-3033 電話相談可

備前会場 21日㈫　13：00～15:00 市民センター4階　講習室　問☎64-1800 

日生会場 28日㈫　13：00～15：00 日生総合支所　　　　　問☎72-1104
吉永会場 15日㈬　10：00～12：00 吉永地域公民館　　　　問☎84-2511

すこやか相談（妊娠・出産・子育て）
市役所勤務日と同一 子育て支援課

（すこやかびぜん）　　　
問☎64-1853

児童相談

育児相談 月〜金曜日　8：30～17：00 子育て支援センター　　問☎67-1115 面接要予約

青少年育成相談 月～金曜日　8：30～17：00 青少年育成センター　　問☎64-4158
子育てなんでも相談 月～金曜日　8：30～17：15 社会福祉協議会（備前）　問☎64-3033 要予約

住宅相談（県建設労働組合和気支部） 21日㈫　13：00～15：00 市民センター4階　講習室　　問☎64-1800
ＤＶ相談 市役所勤務日と同一 市民協働課　　　　　　問☎64-1823
消費生活相談 市役所勤務日と同一 危機管理課　　　　　　問☎64-1876

年金相談（要予約） 16日㈭
　10：00～12：00

　　　　13：00～15：00
市民センター会議室　要予約
問☎64-1818・ ☎72-1102・ ☎84-2512

市内スポーツ施設ご案内

■体育施設利用（管理者：（一財）備前市施設管理公社）

■総合運動公園使用予約（2月分）

体育施設 問い合わせ先

総合運動公園

☎63-3811伊部運動公園

三石運動公園

シーサイドプールびぜん ☎63-3812

日生運動公園 ☎72-2226

シーサイドプールひなせ ☎72-1741

吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎84-3776
１月10日㈮ 18：00～  窓口、電話（☎63-3811）で予約可。

◆利用時間　9：00～21：00
　（ シーサイドプールびぜん10：00～20：30
　　１～3月までの日曜、祝日は17：00までとなります。
　  また、１月20日㈪まで改修工事の為、臨時休館と
　  なります。）
　（シーサイドプールひなせ 11：30～20：30
　 土・日・祝日の月曜日 11：30～17：00）
◆休園(館)日  13日㈪を除く毎週月曜日と14日㈫
※年末年始休園(館)日 　　　12月28日㈯～１月4日㈯
　シーサイドプールひなせ　12月29日㈰～１月6日㈪
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えがおルームで遊ぼう

作ってみよう　材料費 150円

誕生会（12・1月生まれ）
※17日㈮までに予約すると誕生カードの

　プレゼントがあります。

10日㈮

17日㈮

親子でリトミック　
※24日㈮までに要予約　先着15組 資料代300円

31日㈮

24日㈮

広告

【作り方】

①ゲタはウロコをとり、頭に切り込みを入れ、

皮と内臓を剥がし、ヒレをとる。

②①をフードプロセッサでミンチ状にする。片

栗粉を加え、よく混ぜ合わせる。

③にんじんは薄い拍子切りに、玉ねぎはくし切

りに、黄ニラは3㎝のざく切りにしておく。

④だし汁ににんじん・玉ねぎを入れ火にかける。

沸騰したら、②を団子にして加える。

⑤団子に火が通ったらみそを溶き入れ、黄ニラ

を加える。沸騰する前に火を止めて、器に盛

り、三つ葉をのせる。

黄ニラとゲタの団子汁
〈1人分エネルギー 96Kcal、塩分 1.5ｇ〉

親と子のつどいのひろば
1月 就学前の親子がいつでも利用できます。くわしい

イベント日程は備前市 HPをご覧ください。

☎070･5425･8461　月～金曜日
9：00～14：00（市社会福祉協議会日生支所裏）

☎080･5758･3375　月～金曜日
9：00～14：00（旧吉永保育園）

☎93-4503　火～土曜日
10：00～15：00（久々井のお山）

☎67-1115（伊里認定こども園内）

◆施設開放日　月･火･木･金曜日 10：00～15：00
　　　　　　　水曜日　12：00～17：00
◆出前保育（隔週水曜日）
◆育児相談（1月の相談参照）

◆今月の行事（10：00～11：00）

☎64-0087　月～土曜日（月・土隔週）

10：00～15：00（伊部小学校裏）

わくわくるーむ

うみっこ丸

しずちゃん家（ち）

備前プレーパーク！森の冒険ひみつ基地

子育て支援センター

〜 地場産物を使った料理や郷土料理の
作り方を紹介します 〜
問保健課（☎64-1820）

伝えていきたい備前の味伝えていきたい備前の味
〜 地場産物を使った料理や郷土料理の

作り方を紹介します 〜
問保健課（☎64-1820）

【材料】4人分

ゲタ 200ｇ、片栗粉 大さじ2、

にんじん 1／5本

玉ねぎ 1／4個

黄ニラ 1／2本

三つ葉 少々

だし汁 600㏄

みそ 大さじ2
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広告

1月図書館だより
◆開館時間　9：30〜18：00
◆休館日　毎週月曜日と1日㈬〜3日㈮、 14日㈫、
　　　　　31日㈮

本館 市立図書館（市民センター内 ☎64-1134）
日生 日生分館 （日生市民会館内 ☎72-1085） 
吉永 吉永分館 （吉永地域公民館内 ☎84-2605）

乳乳児　幼幼児
小小学生

よみきかせ会よみきかせ会
よみきかせ会 対象 と　　き

本
館

おはなしの森 乳 幼 21日㈫ 10：30～11：30

おはなし広場 幼 小 11日㈯ 10：30～11：30

日
生

おはなしみかん 乳 幼 9日㈭ 10：30～11：30

海辺のおはなし会 幼 小 11日㈯ 10：30～11：30

吉
永

もこもこ 乳 幼 21日㈫ 10：30～11：30

よみきかせ会 幼 小 25日㈯ 10：30～11：30

と　　き と　こ　ろ

22日㈬
10：30～11：00 神根公民館

11：30～12：00 三国公民館

14：30～15：00 三石出張所

23日㈭

11：00～11：30 穂浪コミュニティハウス

13：30～14：00 東鶴山公民館

14：15～14：45 鶴海自治公民館

15：15～15：45 西鶴山公民館

24日㈮
11：00～11：30 いんべ通園センター

13：30～14：00 香登公民館

14：30～15：15 伊部公民館

28日㈫
11：00～11：30 日生町漁協頭島支所前

14：00～14：30 日生東公民館

15：00～15：30 旧日生病院跡

自
動
車
文
庫
巡
回
日
程　

本の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書館からのお知らせ 　　

本館『おもちさんがね…』

　とよたかずひこ／さく・え　童心社

　3人のおもちさんが、よいしょ、よ

いしょと火鉢に掛かった梯子を登って

いきます。ぽかぽか暖かい網の上に、

ごろんと横になったおもちさんたち

は、いい色になって…。ごはんの時間

が楽しくなるおいしい絵本。

日生『答えより問いを探して』

　　高橋源一郎 /著　講談社

　学校では教えてくれない本物の知

恵を伝える白熱授業。シリーズ第１

弾は、「読む」と「書く」の体験をと

おして自分が変わる、人生が変わる。 

子どもも大人も目からウロコの超・文

章教室。あたりまえを疑ってみると、

知らない世界が見えてくる。

吉永『超ラジオ体操』　

　谷本道哉 /著　扶桑社

　「超ラジオ体操」で快適な体を手に

入れよう! ラジオ体操に少し手を加

えて、より効果を上げた「超ラジオ体

操」のやり方を写真で紹介する。さら

に快適な体をつくるストレッチなども

掲載。

　「びぜんこども読書まつり」

とき：2月9日㈰

　　　13：30～15：30

場所：市民センター

　　　2階講座室

内容： 絵本作家 山本孝さん

による「お面作りワ

ークショップ」

申込： 事前の申込が必要です。

選挙出前授業

　令和元年11月6日㈬に備

前市立片上高校の生徒30人

を対象に選挙出前授業を実

施しました。選挙管理委員

会事務局職員が「選挙出前

講座」として、選挙制度や

投票方法などについて、ク

イズを交えて説明しまし

た。生徒からは、「選挙に

ついてよくわかった！」

「18歳になったら投票に行

きたいと思う」などの声が

あり、選挙に関心を持って

いただく機会になりました。
問選挙管理委員会事務局

　（☎64-1838）
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1 月 休日当番医

■「広報びぜん」は自治会などを通じ

てお届けしています。

■その他、市施設などや市内のコンビ

ニエンスストアに設置していますの

でご利用ください。

●この広報紙は環境にやさしい植物油

インキで印刷しています。

●ユニバーサルデザイン（UD）の考

えに基づいた見やすいデザインの文

字を採用しています。

マイナンバーカードの取得

　マイナンバーカードはご自宅のパソコン

やスマートフォンからでも申請できます。

　市役所窓口で申請のサポートも行って

います。　　　　問市民課（☎64-1818）

※市税等については、納期限内までの納付をお願いします。納期限を

過ぎた場合、延滞金が課せられますのでご注意ください。

※納め忘れがなく、便利な口座振替をおすすめしています。お手続き

は、引き落としをご希望の金融機関窓口で！市では納期限内納付者

との公平性を保つために滞納整理を行っています。

問税務課（☎64-1814）

※休日当番医（診療時間9時～17時）
※変更になる場合がありますので、
　事前にご確認ください。

1日
㈬

備前病院 伊部 ☎64-3385

武田整形外科 伊部 ☎64-1221

2日
㈭

浦上医院 穂浪 ☎67-0302

北川病院 和気町和気 ☎93-1141

3日
㈮

萩原医院 寒河 ☎74-0007

平病院 和気町尺所 ☎93-1155

5日
㈰

備前病院 伊部 ☎64-3385

武田整形外科 伊部 ☎64-1221

12日
㈰

星合医院 香登西 ☎66-7100

平病院 和気町尺所 ☎93-1155

13日
㈪

坂本内科小児科医院 香登本 ☎66-7353

北川病院 和気町和気 ☎93-1141

19日
㈰

木村内科 伊部 ☎64-3497

小林クリニック 伊部 ☎63-3212

26日
㈰

日生病院 寒河 ☎72-1111

こまざわ小児科医院 伊部 ☎63-3080

国民健康保険税（７期）、後期高齢者医療保険料（７期）、

介護保険料（８期）の納期限は、

1月31日㈮です。

納　税
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